
代表的な夏風邪のひとつである、ヘルパンギーナと手足口病についてのお話です。

ヘルパンギーナ、手足口病はウイルスによる感染症で、発熱や発疹などの症状があります。

お腹の中でウイルスが増える病気で、よだれや便からウイルスが排泄され数週間うつす力があ

ります。 しかし、症状がない不顕性感染のお子さんが非常に多く、誰がうつしているかがわか

らないのが現状です。 発熱や痛みが強い場合にはお休みしたほうがいいかもしれませんね。

発疹があっても元気いっぱいという場合が多いのですが、発熱や口の中の痛みで飲めない、食

べれないというときは脱水症状に注意しなければなりません。

形状、温度などを工夫しながらこまめな水分補給を心掛け、様子をみてあげましょう。

先月の利用実績

閉室日が多かった５月ですが、上気道炎・急性胃腸炎等の理由で 【２４名】 の利用がありました。

中旬から利用者が増え、例年以上に胃腸炎での利用が多い傾向です。

「嘔吐もあり、前日からほとんど食べれていません」 というお子さんでも、おおきな樹の利用中は比較的

症状が落ち着いていました。 胃腸炎は、脱水に気を付けながら自分の免疫力で治すしかありません。

様子をみながら給食・水分をとり、お昼寝・休息をしっかりとれるように心がけています。


